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し
て
五
〇
周
年
の
記
念
事
業
と
し
て
発
刊

し
た
『
観
光
地
経
営
の
視
点
と
実
践
』

（
二
〇
一
三
年
十
二
月
発
刊
、
丸
善
出
版
）

を
使
用
し
て
い
ま
す
。

観
光
地
に
お
け
る
人
材
は
、
大
き
く

①
リ
ー
ダ
ー
、②
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
企

画
・
調
整
者
）、
③
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
に
分

類
で
き
ま
す
が
、
多
く
の
観
光
地
で
は
、

特
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
企
画
・
調
整

者
）
の
人
材
不
足
と
人
材
育
成
が
急
務
の

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。『
観
光
地
経
営

の
視
点
と
実
践
』
は
、
こ
う
し
た
課
題
を

当
財
団
で
は
、
観
光
分
野
の
人
材
育

成
事
業
に
一
九
六
〇
年
代
か
ら
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
特
に
地
域
に
お
け
る
観
光
振

興
の
担
い
手
を
対
象
と
し
た
人
材
育
成
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
、
一
九
九
七
年
度

（
平
成
九
年
度
）
の
「
観
光
リ
ゾ
ー
ト
基

礎
講
座
」（
二
〇
〇
二
年
度
に
「
観
光
基

礎
講
座
」
と
名
称
変
更
）
以
降
、
毎
年

継
続
し
て
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

二
〇
〇
三
年
度
（
平
成
十
五
年
度
）
か
ら

は
「
観
光
実
践
講
座
」
を
追
加
し
、
当

財
団
の
二
大
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

両
講
座
に
共
通
す
る
特
徴
と
し
て
は
、

•
当
財
団
調
査
研
究
分
野
の
こ
れ
ま
で
の

経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
独
自
の

視
点
と
切
り
口
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
構
成

•
参
加
者
同
士
の
意
見
交
換
や
講
師
と

の
交
流
を
可
能
と
す
る
少
人
数
制
（
約

三
十
人
）　

に
あ
り
ま
す
が
、特
に
「
観
光
基
礎
講
座
」

は
、
当
財
団
の
研
究
員
が
講
師
を
務
め
、

実
践
的
な
情
報
を
交
え
な
が
ら
も
、
観

光
に
関
す
る
基
礎
的
な
知
識
の
体
系
的

習
得
に
重
き
を
置
い
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
構
成

と
し
て
い
ま
す
。
一
方
の
「
観
光
実
践
講

座
」
は
、
話
題
性
の
あ
る
地
域
や
テ
ー
マ
、

あ
る
い
は
半
歩
先
ゆ
く
テ
ー
マ
な
ど
を
設

定
し
、
外
部
か
ら
講
師
を
招
請
、
深
く

実
践
的
な
知
識
と
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
と
地

域
で
の
実
践
者
の
支
援
を
企
図
し
た
プ
ロ

グ
ラ
ム
構
成
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
当
財
団
の
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ

を
活
か
し
て
企
画
さ
れ
た
両
講
座
は
、
観

光
に
よ
る
地
域
振
興
に
携
わ
る
地
方
自
治

体
の
担
当
者
や
観
光
推
進
組
織
、
商
工

会
議
所
、
あ
る
い
は
観
光
ま
ち
づ
く
り
団

体
や
観
光
関
連
事
業
者
の
方
々
を
は
じ
め

と
す
る
受
講
者
か
ら
好
評
を
博
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

本
年
六
月
、
両
講
座
を
統
合
、

新
た
に『
観
光
地
経
営
講
座
』を
開
講

観
光
基
礎
講
座
は
十
七
年
間
、
観
光

実
践
講
座
は
十
一
年
間
に
わ
た
り
開
催
し

て
き
ま
し
た
が
、
昨
年
度
（
二
〇
一
三
年

度
）
を
最
後
に
終
了
と
し
、
本
年
度
か
ら

は
新
た
に
両
講
座
を
統
合
し
た
『
観
光
地

経
営
講
座
』へ
と
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

同
講
座
は
、
観
光
基
礎
講
座
、
観
光

実
践
講
座
の
特
徴
を
踏
襲
し
つ
つ
も
、
こ

れ
ま
で
当
財
団
が
培
っ
て
き
た
経
験
と
ノ

ウ
ハ
ウ
を
「
観
光
地
経
営
」
と
い
う
視
点

で
整
理
し
た
内
容
で
構
成
さ
れ
、
よ
り
充

実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

テ
キ
ス
ト
に
は
、
当
財
団
が
旅
行
・
観

光
分
野
の
調
査
研
究
専
門
機
関
に
改
組

財
団
活
動
の
い
ま
…

観
光
政
策
研
究
部

当
財
団
の
新
し
い
観
光
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

『
観
光
地
経
営
講
座
』を
開
講
！

　昨今の市場環境の変化に対応し、
既存の観光地が活性化していくため
には、観光地全体をマネジメントして
いく「観光地経営」という考え方が重
要です。本書では、それを実現させる
ためのポイントを8つの視点から提言
するとともに、全国10カ所の参考とな
る実践例を取り上げ、その学ぶべき点
について丁寧に解説しています。
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観
し
、
続
く
講
義
２
で
は
塩
谷
次
長
・
主

席
研
究
員
と
相
澤
主
任
研
究
員
が
旅
行

市
場
の
動
向
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し

ま
し
た
。

そ
し
て
、
当
財
団
の
研
究
員
が
そ
れ
ぞ

れ
に
深
く
関
与
し
た
地
域
の
事
例
と
し
て
、

講
義
３
で
は
梅
川
が
北
海
道
釧
路
市
阿

寒
湖
温
泉
を
、
講
義
４
で
は
福
永
研
究

員
が
三
重
県
鳥
羽
市
鳥
羽
温
泉
郷
を
、
講

義
５
で
は
後
藤
研
究
員
が
大
分
県
由
布

市
由
布
院
温
泉
に
つ
い
て
８
つ
の
視
点
と

の
対
応
を
踏
ま
え
て
紹
介
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
外
部
か
ら
特
別
講
師
と
し

て
、
先
進
的
な
観
光
ま
ち
づ
く
り
で
知
ら

れ
る
山
梨
県
富
士
河
口
湖
町
の
久
保
拓

夫
氏
と
八
ヶ
岳
南
麓
（
山
梨
県
・
長
野
県
）

の
観
光
事
業
者
が
立
ち
上
げ
た
「
一
般
社

団
法
人
八
ヶ
岳
ツ
ー
リ
ズ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
」
の
小
林
昭
治
氏
を
お
招
き
し
、
そ
の

取
り
組
み
、
乗
り
越
え
て
き
た
課
題
、
今

後
の
展
開
な
ど
に
つ
い
て
、
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

写
真
１
は
、「
講
義
８ 

組
織
を
見
直
し

て
実
行
力
を
高
め
る
！
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
総
括
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
様
子
で
す
。

パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
久
保
氏
、
小
林
氏
、
そ

し
て
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
梅
川
、
司

解
決
す
る
一
助
と
な
る
こ
と
を
意
図
し
て

発
刊
さ
れ
た
書
籍
で
あ
り
、
観
光
地
経
営

講
座
も
観
光
地
全
体
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す

る
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成
」
を
強

く
意
識
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

『
平
成
26
年
度
・
観
光
地
経
営
講
座
』

の
概
要

二
〇
一
四
年
（
平
成
二
十
六
年
）
六
月

二
十
六
〜
二
十
七
日
の
二
日
間
に
わ
た
り
、

当
財
団
大
会
議
室
を
会
場
に
、

平
成
26
年
度
・
観
光
地
経
営
講
座

〜
観
光
地
経
営
の〝
８
つ
の
視
点
〞と
実
践

を
企
画
し
、
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

今
回
は
、８
つ
の
視
点
（
図
１
）の
な
か

で
も
、
特
に
視
点
６
「
組
織
・
人
材
」
に

焦
点
を
合
わ
せ
、「
観
光
推
進
組
織
の
現
状

と
課
題
」「
こ
れ
か
ら
の
観
光
推
進
組
織
・

体
制
の
あ
り
方
」「
観
光
地
経
営
の
担
い

手
と
し
て
求
め
ら
れ
る
人
材
の
育
成
」
な

ど
に
つ
い
て
よ
り
深
く
学
び
ま
し
た
。

今
回
の
講
座
は
、
８
つ
の
講
義
か
ら
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
当
財
団

の
研
究
員
が
講
師
を
務
め
て
い
ま
す
。

講
義
１
で
は
梅
川
理
事
・
観
光
政
策

研
究
部
長
が
本
講
座
の
要よ

う
て
い諦

を
な
す
「
観

光
地
経
営
の
８
つ
の
視
点
」
に
つ
い
て
概
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図1   「観光地経営」のための8つの視点

視点1
観光地の特性と経営状況を把握する

状況把握

視点6
組織と人材を見直して実行力を高める

組織・人材
視点5
観光資源の保存と活用の両立をはかる

保存・活用

視点7
観光地としてのブランドを形成する

ブランド形成
視点4
滞在のための仕組みをつくる

滞在促進

視点8
地域の観光財源を確保する

財源確保
視点3
新たな魅力と市場をつくる

市場創出

視点2
関係主体を巻き込んで説得力ある
将来ビジョンを策定する

戦略策定

「観光地経営」
の
視点
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会
進
行
を
吉
澤（
筆
者
）が
務
め
ま
し
た
。

二
日
間
を
通
じ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、

「〝
合
意
形
成
〞
を
い
か
に
図
る
か
…
…
」

で
あ
り
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
二
時
間

以
上
に
わ
た
り
、
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
の
手

法
か
ら
広
域
連
携
の
難
し
さ
、
観
光
推
進

組
織
の
役
割
、
人
材
不
足
・
雇
用
問
題
ま

で
幅
広
い
議
論
が
熱
く
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
当
財
団
が
主
催
す
る
人
材

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
一
貫
し
て
、〝
ど
ん

な
に
小
さ
な
こ
と
で
も
一
歩
踏
み
出
し
て

い
た
だ
き
、
動
き
出
し
て
い
た
だ
く
、
ア

ク
シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
く
…
…
〞、

そ
う
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
を
心
掛
け

て
き
ま
し
た
が
、
そ
の
精
神
は
こ
の
『
観

光
地
経
営
講
座
』
に
お
い
て
も
Ｄ
Ｎ
Ａ
と

し
て
引
き
継
が
れ
て
い
ま
す
。

今
後
に
向
け
て

『
観
光
地
経
営
講
座
』の
受
講
者
か
ら
は
、

•
二
日
間
、
貴
重
な
お
話
を
ご
講
義
い
た

だ
き
ま
し
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
テ
ー
マ
も
興
味
の
あ
る
も
の
ば
か

り
で
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
け
て
良
か
っ
た
。

•
各
事
例
す
べ
て
に
お
い
て
非
常
に
分
か

り
や
す
く
、
私
の
住
む
地
域
に
多
く
活

用
で
き
る
も
の
を
学
べ
た
よ
う
な
気
が

す
る
。

•
各
研
究
員
の
方
々
が
長
い
時
間
と
知
見

を
か
け
て
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
し
て
い
た
だ

い
た
各
講
義
は
大
変
価
値
を
感
じ
る
。

特
に
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
と
い
う
机
上

で
の
知
識
に
偏
り
が
ち
だ
と
思
っ
て
い

た
が
、
現
場
主
義
を
貫
い
て
お
り
、
地

域
に
即
し
た
実
の
あ
る
報
告
で
大
変
た

め
に
な
っ
た
。

と
い
っ
た
ご
意
見
を
頂ち

ょ
う

戴だ
い

し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
培
っ
た
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、

立
教
大
学
の
寄
付
講
義
で
あ
る
「
観
光
地

づ
く
り
」や（
株
）
ジ
ェ
イ
テ
ィ
ー
ビ
ー
の

観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
育
成
の
た
め
の
Ｄ

Ｍ
Ｐ
研
修
な
ど
に
も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

当
財
団
で
は
、
講
座
内
で
紹
介
す
る

事
例
な
ど
に
つ
い
て
は
常
に
最
新
の
情
報

と
な
る
よ
う
留
意
す
る
、
外
部
か
ら
講
師

を
招
請
し
実
践
的
な
講
義
や
ト
ピ
ッ
ク
的

な
話
題
提
供
を
組
み
込
み
、
受
講
者
の
関

心
に
も
配
慮
す
る
な
ど
、
さ
ら
に
一
層
、

同
講
座
の
内
容
の
充
実
を
図
り
、
地
域
に

お
け
る
観
光
地
づ
く
り
の
実
践
に
寄
与
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
主
席
研
究
員　

吉
澤
清
良
）

■開催概要

平成26年度　観光地経営講座
観光地経営の“8つの視点”と実践 ～組織を見直して実行力を高める！
＊8つの視点：
①状況把握、②戦略策定、③市場創出、④滞在促進、⑤保存・活用、
⑥組織・人材、⑦ブランド形成、⑧財源確保

•開催日時：平成26年6月26日（木）～27日（金）
•場　　所：公益財団法人日本交通公社　大会議室
•対　　象：観光による地域振興に携わる地方自治体のご担当者、

観光関連事業・商工会議所などのご関係者
•主　　催：公益財団法人日本交通公社
•協　　力：山梨県富士河口湖町、一般社団法人八ヶ岳ツーリズムマネジメント

◎プログラム
講義1　観光地の視点と実践～8つの視点を概観する（梅川）
講義2　国内旅行・訪日旅行市場の動向と展望～市場の動向を理解する（塩谷・相澤）
講義3　北海道釧路市阿寒湖温泉～観光地経営に適した組織づくり（梅川）
講義4　三重県鳥羽市鳥羽温泉郷～既存観光地におけるイノベーションの取り組み（福永）
講義5　大分県由布市由布院温泉～百年先を見越した観光地経営の実践（後藤）
講義6　山梨県富士河口湖町～行政主導から行政、観光事業者、住民、三者協働のまちづくりへ（久保氏）
講義7　八ヶ岳観光圏（山梨県・長野県）～観光地域づくりプラットフォームの役割とは（小林氏）
講義8　総括ディスカッション（久保氏、小林氏、梅川、吉澤）

写真1　熱い議論が交わされた「総括ディスカッション」の様子
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